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Abstract
　The Guidelines for Elementary School’s Course of Study “Life Environment” were revised 
in 2017, and the start curriculum was organized at the beginning of elementary school in order 
to smoothly connect early childhood education and elementary school education. The start 
curriculum connects the “five aims and contents” of early childhood education with the contents 
of each subject of elementary school education in order to develop the qualities and abilities 
nurtured by early childhood education and to make learning after elementary school more 
reliable. We examined how to organize and put it into practice through practical examples. As a 
result, 1. First seven days of admission, children can work on school life with peace of mind by 
implementing an extra curriculum, such a setting the time and setting of the place according 
to the rhythm of life in early childhood before enrollment. In doing so, it is necessary to explain 
to the whole at the staff meeting and to carry out common initiatives by all staff, rather than 
only the first-year homeroom teacher simply understood. 2. In the extra curriculum, the course 
time was shortened, and after two months, the transition to a normal curriculum was gradually 
shifted, but the challenge is how to make the transition in line with the actual situation of the 
children. 3. We introduce exchange activities with classmates and senior students, and made 
consideration of being able to conduct cooperative activities and experiences, but it is necessary 
to develop into various activities with the cooperation of local people and family members. 4. It is 
necessary not only for teachers in charge of lower grades, but also for teachers in charge of each 
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15:10～ １・２年生下校 一斉下校 1年生下校
下校は、
最年長学年に
協力要請
その他
トイレ・チャイムの習慣化
教科・学活・道徳
…30分間程度
ごみ拾い、配布物
帰りの用意
学級活動
かえりのかいをしよう
日直の仕事、会の進行
※実践マニュアル参照
外あそび
トイレ
特別活動
一年生を迎える会
全校・てわり班遊び
※班ごとに自己紹介
教科・学活・道徳
そうじ
みんなでやってみよう
 週末は特別な片付け
※歯ブラシ、コップ、エプロン
給食・片付け・歯みがき
昼休み
教室・図書室小運動場
移動
給食
片付け
歯みがき
※歯ブラシ、コップ、運搬
業間時間
活動内容
荷物片付け・提出物
自由時間
朝の活動・その他
朝の会・授業準備
ランドセル、帽子
※荷物片付け
スマイルタイム（ST）
於：コミュケーションスペース（CS）・小運動場
学校行事（健・安）
身体測定・視力検査
※教室より全員で移動教科・学活・道徳
トイレ
教科・学活・道徳
給食準備・給食
教科・学活・道徳
道徳
やさしさ
※特活の延長から 教科・学活・道徳
教科・学活・道徳
トイレ
給食準備
みんなでやってみよう
トイレ
教科・学活・道徳
8:40～9:25 1
休憩・移動
9:35～10:20 2
小学校入門期カリキュラム
14:00～14:45 5
教科・学活・道徳
…30分間程度
朝の会
健康観察
配布物、帰りの用意
学級活動
かえりのかいをしよう
日直の仕事、会の進行
※実践マニュアル参照
配布物、帰りの用意
学級活動
週末の帰りの用意
※歯ブラシ、コップ、マスク
　その他
かえりのかいをしよう
 日直の仕事、会の進行
※実践マニュアル参照
小運動場へ一名ずつ配置
※トイレ、チャイムの習
  慣化
教科・学活・道徳10:45～11:30 3
休憩・移動
11:40～12:25 4
帰りの会
集合・整列
下校
昼休み
掃除
休憩・移動
帰りの用意
「配布物、帰りの会～
集合整列」を余裕をも
って
※次の日より、帰りの
会
も普段の時程に沿っ
て行うことを確認
配布物、帰りの用意
帰りのあいさつ
生活科
そうじばしょたんけん
場所・道具・時間・音楽
※掃除の仕方、やくそく
学級活動
みんなでやってみよう
※分担場所と道具、
　準備と片付けの役割
集合・整列
トイレ
92 小学校教育課程教科「生活科」におけるスタートカリキュラムに関する一考察 
５　実践成果の考察と課題
（1）　第１の視点について
　入学して最初の７日間をⅠ期と位置づけ，エキスト
ラカリキュラムを実施した。入学式では，６年生と手
をつないで入場し，終わると教室まで送ってもらう。
下校も，地区の５，６年生と一緒に下校する。
  ２日目は学級ごとに学級開きや１階にある施設の探
検を担任や支援員の先生と行う。４日目から，朝はラ
ンチルームで幼稚園のように自分で選んだ遊びを行う
ことで，友だち関係を広げたり学校に来ることを楽し
みにしたりできるようにした。また，２年生とペアー
を組み自由に学校探検をすることでそれぞれの児童が
学校様子を知ることができるようにする。６日目ぐら
いから，少しずつ国語や算数の学習を始めて行くよう
にする。
　このようにスモールステップで学校や先生，友だち
と関わっていくことで，学校生活に慣れ自信が生まれ
るように活動を組み，児童に関わっていった。
　課題としては，全職員での共通の取り組みするため
の方策が必要だった。どうしても１年の担任が中心と
なって取り組むので，他の学年の教師の関わりが少な
くなるという点を解決することが重要になる。
　そのために，職員会議で全体に説明することや，協
力体制を整えることが管理職の責務になると思われ
る。
（2）　第２の視点について
　Ⅱ期の移行カリキュラムを中心に，またⅢ期の通常
カリキュラムも使って１日の流れを意識した学習への
取り組みを少しずつ行っていった。学年が３クラスの
ため，保健などの学校行事をクラス単位で順に行い，
全クラスでおこなうことのできる活動や授業はどのク
ラスも同じように実施した。５月の連休明けから通常
の時間割で授業を行うように計画した。それまでは，
45分の授業時間を児童の実態に応じて短くするなどの
対応を行った。
　課題としては，ⅠからⅢ期のカリキュラムを創って
実施したが，クラスの実態によってきちんと移行でき
なくなることがあり，どの時点で変更するのかをもっ
と柔軟に行う必要があると思われる。
　また，指導要領に記載されている，中学年以降への
接続を意識した取り組みをもっと長いスパンで行うこ
とも考える必要がある。
（3）　第３の視点について　
　Ⅰ期からの活動でも，クラスの友だちとの活動やラ
ンチルームでのクラスを超えた友だちとの活動などな
どとともに，生活科の授業で６年生や２年生のお兄さ
んお姉さんとの活動を通して児童が自信をもって様々
な活動を行っていくように計画した。
　今後，生活科の授業を中心として，探検での自分の
ひみつを見つけ，それを発表する活動から，次のひみ
つ見つけを行うことや野菜を育てる活動で自分の野菜
の世話を通学路で知り合った地域の人や友だちの祖父
などに聞きながら世話をしていくことなどの活動を行
うことで友だちと力を合わせることの良さが実感でき
るようにすることが必要となる。
（4）　第４の視点について
　スタートカリキュラムが始まったのは，平成20年の
指導要領の改訂からである。その後の10年間は，生活
科の中での取り組みになっていた。今回の実践は，そ
の時期のものである。平成29年の改訂では他教科での
取り組みと同時に，幼稚園教育要領で示された幼児ま
でに育ってほしい姿から小学校が始まることや，低学
年の教育全体の充実を図ること，そして，全職員の取
り組みとなるようにすることが明示された。
　スタートカリキュラムが，低学年の教師のものとな
ると全校の取り組みにはなっていかない。全職員でカ
リキュラムを創っていくことが求められている。
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